
◎田　座標を用いて点，直線，円の性質を調べるのが本節の内容であるが，入試問題として 

回田芸霊芸‡苦芸芸≡誌慧芸警二三二ア豊芸：至芸三三霊孟読…；こ‡警夏至‡‡芸子‡ 
れは図形問題の鉄則だ。中学校以来の図形の性質を基礎としてフルに活用し，あとは着 

実な計算を行っていくだけである。 

1オ5佃P
厨解答は「考え方と解答」72ページ
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（1）4点A（－1，3），B（4＋J宮，β），C（6，3），D（1＋J豆，4＋J亨）を頂点とする四角形の辺

AB，BC，CD，DAの中点をそれぞれP，Q，R，Sとする。四角形PQRSの周の長さと面

積を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京理大一工）

（2）3点をA（－1，2），B（1，L2），C（X，y）とする。ただし，X＞0である。いま，線分AB

と線分ACが直交するとき，Xとyの間には関係式口が成り立つ。さらに，線分BCの

長さが5ならば，Cの座標は⊂＝］である。　　　　　　　　　　　　（福岡大一人文）

点0を原点とするズツ平面の第1象限に1辺の長さが1の正方形OABCがある。ここで点

A，Cはそれぞれ∬軸上，ツ軸上にある。点Pが時刻f＝0にAを出発し，直線∬＝1上をッ座

標が増加する方向へ，一定の速さが＞0で移動するものとする。

（1）直線OPの正方形OABCに含まれている部分の長さ才を時刻よの関数として表せ。

（2）△OAPと正方形OABCの共通部分の面積Sを時刻tの関数として表せ。

（佐賀大一理工・農）

2ズ2－7ズプ＋3〕′2＋ゑズ＋ッー2＝0（点は正の定数）が2直線を表すならば，ゑ＝［＝コで，2直線

の方程式は［＝］と［＝コである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和薬大）
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次の方程式で表される相異なる直線ん，左，左がある。

ん：ズ＋γ＋（3－ゑ）＝0，左：ズー（2＋ゑ）プ…1＝0，も：（2一点）ズーク＋2＝0

（1）2直線ん，左が交わらないとき，ゑ＝口である。

（2）3直線ん，左，島が1点で交わるとき，ゑ＝⊂コ，口，⊂コである。　（慶大一経済）

点A（0，3），B（4，0）と原点0（0，0）でつくられる△ABOがある。辺AO上に点M，辺AB

上に点Nをとり，線分MNでこの三角形の面積を2等分する。点Mの座標を（0，α），Nの

∬座標をβとすると，

（1）αとβは次の式を満足する。β（［：＝］－α）＝［＝］

（2）線分MN＝′とすれば72＝日－β2＋苦∬9であり，′の最小値は√百となる0

（共立薬大）

原点を0とする座標平面上に点A（4，0）がある。点Pは直線ッ＝圭＋2の上を動く0

（1）OP2＋PA2を最小にする点Pの座標を求めよ。

（2）OP十PAを最小にする点Pの座標を求めよ。　　　　　　　　　　　　（関西大一経済）

直線gをク＝明方＋烏（沼尾キ0），点Aを（0，ゑ）とする。才を原点のまわりにAを通るまで

回転させる。ただし，回転角は3600の整数倍でないものとする。

（1）この回転によりJ上の点PがAに移動したとする。Pの回転前の座標を桝と丘を用い

て表せ。

（2）Aの位置にあるJ上の点をQとする。Qの回転後の座標を刑と烏を用いて表せ。

（香川大一経済）

円ズ2＋ッ2－4∬一秒＋11＝0に点A（α，0）（α＞0）からひいた2本の接線の接点をP，Qとす

るとき，α＝［＝コならば，△APQは正三角形となる。　　　　　　　　　　（近畿大一工）

円ズ2＋ッ2＋2αズーαツー5＋5α＝0は実数αがどんな値をとっても定点［：＝］を通る。また，こ

の円が円ズ2＋γ2＝1に接するときのαの値は2つあって，口であり，この求めた2つのα

に対する円の中心間の距離は［＝コとなる。ここに，2つの円が接するとは，共有点において同
一の接線をもつときをいう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京理大一薬）
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11．直線と円

2つの円をズ2＋ッ2…2‘Zズー2dZツ＋8（Z－16＝0…（心，方2＋ッ2＝4…（功　とする。

（1）円（軸は定数αの値に関係なくつねに2つの定点を通ることを示し，その定点を求めよ。

（2）円（心と円（功の共有点の個数を調べよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　（早大一商）

2つの円ズ2＋ッ2＝去，（㌃Ⅷ2＋ッ2＝‡の共通接線の方程式を求めよ。　（大阪歯大）

α，あを実数とし，平面上に直線J：ッ＝ズーα　と円C：ズ2＋レー∂）2＝1を考える。

（1）直線gと円Cが異なる2つの交点をもつためのα，あに関する条件を求めよ。

（2）α，あが（1）で求めた条件をみたし，さらに，∂＝一α2＋1，α十∂≧0をみたすとする。直線

lと円Cの交点をP，Qとするとき，線分PQの長さを最小にするa，bの値を求めよ。

（大阪女大）

Xy平面上の原点を中心とし，半径1の円をCとする。点A（3，0），点P（cose，Sine）

（00≦β＜360つ　を通る直線Zが円Cと2点で交わるとき，P以外の交点をQとする。このと

き，AP2＝［＝コL［＝コcoseである。また，点Aより円Cにひいた接線の接点をTとすると

AT＝⊂コ√≡ヨであるからAP・AQ＝口である0したがって，普＝l昌竺孟rと

なる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（早大一商）

2Md如P
伊解答は「考え方と解答」74ページ

∠Cを直角とする直角三角形ABCにおいて，BCをa，ACをb（a≦b）とする。AB上の点

P，AC上の点Qを結ぶ直線PQを折り目として，AがBC上の1点Dに一致するように

△ABCを折ったとき，△APQの面積Sをa，bとCDの長さlを用いて表せ。

ッ＝Ⅰ帰一1回幻＋1）のグラフとッ＝2－lズー利のグラフが共通点をもつような実数の定

数丘の範囲を求めよ。また，このとき，これらのグラフで囲まれる部分の面積をS（ゑ）として，

5（点）の最大値を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（立命館大一理工）

座標平面上に点0（0，0）と点A（3，0）をとる。直線ク＝ズー1上に動点Pをとり，

点＝蒜とおく。

（1）丘のとる値の範囲は［＝コ≦ゑ≦［＝］である。

（2）（1）の烏の最大値を与える点Pのズ座標は［＝コである。

（3）（1）の範囲にある烏の値のうち，その値を与える点Pがただ1つであるのは，その範囲の

両端の値とゑ＝口である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（近畿大一薬）
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正方形ABCDの紙がある。この紙をある直線にそって折りまげて，頂点Aが辺BC上の点P

にくるようにする。このとき，折りまげた部分（点Aを含む部分）の面積が最小になるのは，P

がBC上のどこにある場合か。A，B，C，D，Pの座標をそれぞれ（0，1），（0，0），（1，0），

（1，1），（戊，0）として考えよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（津田塾大一国際）

0を原点とする平面上の点A（3，5）と点P（刑，乃）（例，卯は整数を動く）を考える。ただ

し，3点0，A，Pは同一直線上にないものとする。

（1）OA，OPを2辺とする平行四辺形の面積の最小値を求めよ。

（2）その最小値を与えるPは2直線上にある。この2直線を求めよ。

（3）その最小値を与えるPをすべて求めよ。 （名大一理系）

座標平面上の3点A（0，ノ言），B（－1，0），C（1，0）を頂点とする正三角形ABCの辺BC，

CA，AB上にそれぞれ点D，E，Fがあり，BD＝CE＝AFをみたしている。

（1）BD＝tのとき，EとFの座標をtを用いて表せ。

（2）△DEFの面積が最小となるときの点Dの座標を求めよ。　　　　　　（阪大一法・経済）

図のように座標平面上に点A（2，0），B（2，2），C（0，2）をとり，

これらの点と原点0とで正方形OABCをつくる。さらに，辺OA上

に点P（t，0）をとり，正方形OABCをPを中心として，600回転さ

せる。回転させてできた正方形をDEFGとする。ただし，0≦オ≦1と

する。

（1）Eの座標を才を用いて表せ。

（2）Fの座標を才を用いて表せ。

（3）EとFを通る直線の方程式を求めよ。

（4）辺EFと辺COが交わるような才の範囲を求めよ。 （早大一人間科学）

ズツ平面において，∬2十ッ2＝1十回で表される円をC，ツ＝2二r＋αで表される直線をZとす

る。ただし，αは実数とする。

（1）CとJが異なる2交点をもつようなαの範囲を求めよ。

（2）（1）における2交点間の歴巨離の最大値と，それを与えるαの値を求めよ。

（奈長女大一理・家政）

円∬2＋γ2－2（Zズ＋如γ十α2＝0（戊は0でない実数）について

（1）円の中心の座標と半径を求めよ。

（2）0でない実数αがどんな値をとってもこの円に接する直線の方程式を求めよ。

（滋賀大一教育）
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11．直線と円

Xy平面上の2点A（2，1），B（9，8）を通る円Cが，X軸と2点P，Qで交わるとする。この

とき，

（1）円Cの中心は直線ッ＝ア［＝コズ＋イウ口上にある。

（2）中心がズ軸上にあるならば，円Cの方程式は∬2＋ッ2－エオ［＝コズ＋カキ［＝コ＝0である。

（3）∠APB＝900ならば，円Cの方程式はX2＋y2－クケ［＝］X－コロy＋サシ［＝コ＝0であ

る。

（4）線分PQがズ＞0の範囲にあって，′その長さが4ノ百ならば，円Cの方程式は

∬2＋〆－スセ⊂コズーソ［＝］グ＋タチ［＝コ＝0である。

点0′（α，6）を中心とする半径5の円と，直線芳＋ッ＝3の2つの交点をP（範，ツ1），

Q（鞄，勤）（動く為）とする。実数αの変動に対して，次の（1），（2）を求めよ。ただし，0は原点

である。

（1）P，Q間の距離が最大となるとき，これら2点を直径の両端とする円の方程式

（2）為の値が最大となるとき，四角形OQO′Pにおける2つの対角線のなす角の正弦の値

（福井工大）

∬ツ平面において，円の方程式を

xZ＋y2＋（sin8－2）X＋2（sin8－1）y－4sinO＋1＝0

とする。ここで，OC≦β＜3600である。

（1）βがどんな値をとっても，この円はある定点を通る。その定点を求めよ。

（2）この円がズ軸，ク軸の少なくとも1つの軸と共有点をもつように，βの範囲を定めよ。

（3）この円と直線ッ＝芳＋sinβ＋1との共有点の個数を求めよ。　　　　　　　（防衛医大）

放物線ッ＝α（1一∴方2）（α＞0）と∬軸で囲まれた範囲内にあり，原点でガ軸に接する円の半径

の最大値を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一橋大）

エツ平面において，円（ズーf）2＋（グー1）2＝1（f＞0）と放物線ッ＝ズ2は，共有点P（α，み）で

共通接線をもつものとする。

（1）才をαを用いて表せ。

（2）α，あを求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（横浜市大一文理・医）

放物線ッ＝∬2－2上に相異なる3点P（戊，α2－2），Q（占，∂2－2），R（C，C2－2）がある。原

点を中心とする半径1の円周をSとし，直線PQ，直線PRはそれぞれSに接するとする。

（1）線分QRの中点の座標をαを用いて表せ。

（2）直線QRもまたSに接することを証明せよ。 （名大一経済）
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